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The purpose of this paper, it is to show and the 
method of applying pigments and the effects obtained 
by applying pigments to metal leaf in works using 
metal leaf by Ogura Yuki.  
I am fascinated by the color and brilliance created by 
the overlapping of metal leaf, Gofun and pale paint, 
and incorporates them into my Japanese style painting. 
Ogura Yuki (1895－2000) continued to use metal leaf 
focusing on the postwar period. Yuki's words and 
reviews, Yuki was one of the Japanese style painters 
who applied pigments, considering the color and 
brightness of the metal leaf on the screen. I thought 
that it could be reduced to my own expression that 
uses a lot of Gofun by studying the methods and 
effects in Yuki’s work, focusing on the exhibition works 
that have many words of Yuki, including “Maiko” (1969), 
which uses white Gofun and platinum leaf to express 
the margin. Until 1965, Yuki applied pigments 
uniformly or irregularly to express moonlight and 
background and a base for depiction. Since 1966, Yuki 
used a method to apply pigments thinly and carefully 
or to remove the pigments with water on metal leaf.  
In “Maiko”，Yuki exposed platinum leaf by removing 
Gohun on the top left of the screen  after applying 
Gohun on the platinum leaf ground. Through Yuki's 
words, it turned out that the intention is to express
“dark area”on platinum leaf ground by expressed as a 
“ gray tone”, the silver color of the platinum leaf. 
“Silver” has been linked to the expression of white 
shining light including the moon and moonlight, it was 
suggested that Yuki used a technique to show the 
silver color of platinum leaf as "darkness" in the screen 
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のもとを訪れ弟子入りを志願した注 20。その後 1926 年
の再興第 13 回院展に《胡瓜》（現在行方不明）で初入選
を果たし、1932 年には女性初の日本美術院同人となっ




































































































し、「1955 年から 1965 年」、「1966 年から 2000 年」に
区分して具体的な方法を見ていきたい。 
 




































図 3 小倉遊亀《月》          
1955 年、紙本彩色、 
189.5×146.5cm、           
日本芸術文化振興会 






























































































遊亀は 1955 年に《月》（図 3）を制作したが、10 年






















































































































































































図 11 小倉遊亀《花三題（脇）》図 12 小倉遊亀《黒い台の白桃》
1985 年、紙本彩色、     1988 年、紙本彩色、 
51.0×42.0cm、        50.5×41.5cm、 































































図 14《舞妓》の          
画面左上の胡粉を 
取り除き始めた 


































































の基準として、一本約 10g の三千本膠を 100ml の水で
溶かし、その膠液を適量混ぜ団子状にした胡粉 15g を




毛で 1 回塗布し、空刷毛で胡粉を均一にする。 
③胡粉の発色を落ちつかせるため、礬水を塗布する。 




















図 17 胡粉 50 回塗布（左から銀箔、アルミ箔、プラチナ箔）、
各 33.3×24.2cm   
 

















































































































注 2 武田恒夫「第三章金碧障屏画」『近世初期障屏画の研究』、吉 
川弘文館、1988 年、206 頁、参考。 
注 3 三戸信惠「金銀で描く―絵画表現にみる金属材料の活用法―」
『特別展輝ける金と銀―琳派から加山又造まで―』、山種美術館、
2014 年、5 頁、参考。 
注 4 同上、7－8 頁、参考。 
注 5 近世までの日本の絵画を「日本絵画」、近代以降、西洋画と
区別するために誕生した日本の絵画を「日本画」と表記する。 
注 6 前掲書（注 3）、9 頁、参考。 
注 7 同上。 
注 8 白色系顔料。現在では貝殻胡粉のことを指すが、奈良時代頃
から鎌倉時代頃までは鉛白のことを“胡粉”と呼んでいた。（『図
解日本画用語事典』、東京美術、2007 年、45 頁、参考） 
注 9 金属箔と金属泥の両方を指す。 
注 10 前掲書（注 3）、11 頁、参考。 




美術館、2014 年、85、93－94 頁、参考） 
注 13 大正 2（1913）年の岡倉天心の逝去を機に、翌年に日本美
術院の再興を図り結成された在野の美術団体。再興日本美術院が
行う展覧会を院展という。（前掲書（注 8）、22 頁、参考） 
注 14 小倉遊亀『画室の中から』、中央公論美術出版、1979 年、
177 頁、引用。 
注 15 菊村到「現代を擔う人」『藝術新潮』第 9 巻第 10 号、新潮
社、1958 年、122 頁、119 頁、引用。 
注 16 弦田平八郎「作品解説」『現代日本画全集全一八巻 第四巻
小倉遊亀』、株式会社集英社、1981 年、117－118 頁、引用。 
注 17 遊亀は靫彦に褒められるのは《舞妓》が二度目であること
を述べている。（小倉遊亀『続画室の中から』、中央公論美術出版
社、1979 年、84 頁、参考） 
注 18 同上、85 頁、参考。 
注 19 草薙奈津子「小倉遊亀展開催にあたり」『小倉遊亀展』、平
塚市美術館、2018 年、8 頁、参考。 
注 20 山口真有香「2 女性画家小倉遊亀 とうとう絵かきになっ
てしまった」『小倉遊亀と院展の画家たち展滋賀県立近代美術館
所蔵作品による』、NHK プロモーション、2019、76 頁、参考。 
注 21 國賀由美子「没後一〇年小倉遊亀の画業を振り返って」『没 
後 10 年小倉遊亀展とうとう絵かきになってしまった。』、朝日新
聞社、2010 年、147 頁、参考。 
注 22 前掲書（注 20）、参考。 
注 23 滋賀県立近代美術館学芸員の大原由佳子氏への聞き取り調
査による。 
注 24 前掲書（注 20）、100 頁、参考。 
注 25 勝山滋「小倉遊亀年表」『小倉遊亀展図録』、平塚市美術館、
2018 年、158 頁、参考。 
注 26 草薙奈津子「小倉遊亀人と作品」『画集小倉遊亀』、日本経
済新聞社、1993 年、211 頁、参考。 
注 27 同上、212 頁、参考。 




注 30 前掲書（注 17）、118 頁、引用。 
注 31 同上、及び前掲書（注 29）、179 頁、参考。 
注 32 前掲書（注 15）、122 頁、参考。 
注 33 小倉遊亀「月について」『三彩』69 号、美術出版社、1955
年、18 頁、引用。 
注 34 小倉遊亀『報恩』26 巻 9 号、1970 年（『日本美術院百年史
九巻 、財団法人日本美術院、1998 年、371 頁、引用。） 




年、1303 頁、1551 頁、参考） 
注 37 前掲書（注 14）、254－255 頁、参考。 
注 38 同上、254 頁、参考。 
注 39 前掲書（注 29）、209－210 頁、参考。 
注 40 前掲書（注 17）、78－79 頁、引用。 
注 41 唐刷毛とも書く。山馬（鹿の一種）の毛でできた毛質の硬
い刷毛。彩色面が乾く前に乾いた空刷毛でなでると暈しの効果が











掲書（注 29）、211 頁、参考） 
注 43 小倉遊亀「対象への接近」、『現代日本画全集全一八巻 第




注 45 前掲書（注 29）、210 頁、引用。 




注 48 銀とアルミは可視光における反射率が 80 から 100％の間
であるに対し、プラチナは 60 から 80％の間の値となっている。
（岡田勝蔵『図解よくわかる 貴金属材料』、日刊工業新聞社、
2014 年、73、119 頁のグラフを参考） 





図 1、5、6、7、9、10、11、12 滋賀県立近代美術館から提供。 
図 2、4 『小倉遊亀展』（展覧会図録）、朝日新聞社、2002 年、81
頁、59 頁。 
図 3、『画集小倉遊亀』、日本経済新聞社、1993 年、頁なし。 
図 8 京都国立近代美術館から提供。 
図 13、14、15、16、17、18、19、筆者撮影。 
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